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溶融処理廃棄物

排ガス・飛灰中のダイオキシン類濃度測定結果

H29.8.29 H30.3.8 H30.8.31 H31.2.19
１号炉 煙突 0.0091 0.0092 0.000051 0.000046
２号炉 煙突 0.0082 0.0079 0.000050 0.00014
１号炉 集じん器落口 0.094 0.14 0.40 0.40
２号炉 集じん器落口 0.13 0.15 0.41 0.54

ばいじん測定結果

H29.8.29 H30.3.8 H30.8.31 H31.2.19
１号炉 煙突 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.002
２号炉 煙突 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001
１号炉 煙突 22 44 24 22
２号炉 煙突 31 31 25 24
１号炉 煙突 ＜0.5 ＜0.5 ＜0.5 0.6
２号炉 煙突 ＜0.5 ＜0.5 ＜0.5 8.7
１号炉 煙突 4.8 4.9 2.5 7.7
２号炉 煙突 4.3 2.1 2.1 12

施設周辺のダイオキシン類濃度測定結果
28年度 29年度 30年度
H28.8.30 H29.8.29 H30.9.28

 ※測定結果は、国の規制基準値を満足する結果となっています。  　 
　　なお、当施設で使用した汚水等は、クローズドシステムにより、外部には放流しておらず、すべて再利用（循環）され、蒸気・
　雨水・生活水以外は施設外に排出しておりません。

32,166.6

0.068 0.061

①ダスト濃度：排ガス中に含まれる粒子状物質です。ろ過式集じん器で除去しています。

※測定結果は、いずれも国・当施設の排出規制の基準値を満足する結果となっています。

水　質 pg-TEQ/L 0.0661.0 － 施設下流（わき）水路

採取場所分析項目

③硫黄酸化物：硫黄酸化物は、そのほとんどが二酸化硫黄で、酸性雨の主要原因物質です。水に溶けやすく、触媒設備
　で、除去します。
④塩化水素：これが水に溶けたものが塩素です。強い酸性と腐食性を示します。塩素を含むプラスチック等を溶融すると発
　生します。発生した塩化水素は、消石灰で中和し、集じん器で捕集します。
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ng-TEQ/g 3.0 －
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前年度計
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区分 上半期

平成30年度計 前年度計区分

15,078.1 30,806.1 30,958.615,728.0

（単位：トン）

下半期 平成30年度計

32,734.8
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②窒素酸化物：ごみや空気中に含まれる窒素が燃焼により、酸化し発生するもの。一酸化窒素と二酸化窒素が大部分で
　光化学スモッグの原因物質で、アンモニアの噴霧や触媒設備で分解、除去します。
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（NOx）

0.08

④塩化水素
（HCℓ）

採取場所分析項目
30年度測定日・結果

30年度測定日・結果
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※測定結果は、いずれも国・当施設の排出規制の基準値を満足する結果となっています。

②飛　灰

分析項目 単位

①廃棄物の処理及び清掃に関する法律及びダイオキシン類対策特別措置法により、平成14年12月１日から排ガス中
  のダイオキシン類の濃度規制が強化され、１ng-TEQ/㎥以下に保持することが義務付けられました。
②廃棄物処理法に基づき、ごみ処理より発生する飛灰などにダイオキシン類の処理基準が設定されています。
　当施設で発生した飛灰は、国規制基準に適合し、専門的な処理により、リサイクルされています。
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